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　はじめに

モンガラカワハギ科オキハギ属魚類 Abalistes

はインド・西太平洋の暖海に広く分布し，長らく

オキハギ Abalistes stellatus (Anonymous, 1798) 1種

からのみなると考えられていた（Matsuura, 

2001）．しかし，近年，本属には 2種が含まれる

ことが確認され，もう 1種はイトヒキオキハギ

Abalistes filamentosus Matsuura and Yoshino, 2004と

して記載された．

オキハギは琉球列島や東南アジアにおいては

大量に漁獲され，食用魚として盛んに利用される

が（Matsuura, 2001），鹿児島県における記録は少

なく，笠沙と屋久島からの写真に基づくもののみ

に限られていた（Motomura and Harazaki, 2017；

公益財団法人鹿児島市水族館公社，2018）．

2018年 9月 12日，大隅半島東岸に位置する内

之浦湾において，1個体のオキハギが採集された．

本標本は本種の九州沿岸と鹿児島県における標本

に基づく初めての記録となるため，ここに報告す

る．

　材料と方法

計数・計測方法は Matsuura (1980)と Matsuura 

and Yoshino (2004)にしたがった．標準体長は体

長と表記し，体各部の計測はノギスを用いて 0.1 

mmまでおこなった．オキハギの生鮮時の体色の

記載は，固定前に撮影された内之浦湾産標本

（KAUM–I. 121200）のカラー写真に基づく．標本

の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学

総合研究博物館（KAUM）に保管されており，上

記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録さ

れている．

　結果と考察

Abalistes stellatus (Anonymous, 1798)

オキハギ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 121200, 体長 308.6 mm，鹿児

島 県 肝 属 郡 肝 付 町 内 之 浦 湾（31°17′29″N, 

131°06′59″E），水深 40 m，2018年 9月 12日，定

置網，畑　晴陵・川間公達・中村潤平．

記載　背鰭鰭条数 III-26；臀鰭軟条数 24；胸鰭

軟条数 14．体各部の体長に対する割合（%）：臀

鰭起部における体高 37.1；最大体幅 16.1；頭長

31.6；吻長 23.5；第 1背鰭前長 34.5；臀鰭前長

62.2；背鰭間長 24.6；眼後長 7.3；眼径 6.0；眼隔

域幅 9.2；鰓孔長 9.5；背鰭第 1棘長 23.9；背鰭最

長軟条（第 3軟条）長 11.2；臀鰭最長軟条（第 3

軟条）長 10.2；胸鰭長 10.1；尾鰭中央部の軟条長

12.2；尾柄高 3.7；尾柄長 12.7；背鰭軟条部基底

長 32.0；臀鰭基底長 30.4．

体は卵形を呈し，側扁する．体背縁は吻端か

ら背鰭第 3棘起部付近にかけて緩やかに上昇し，

そこから尾柄部にかけて下降する．体腹縁は下顎

先端から腹鰭後端にかけて緩やかに下降し，そこ

から尾柄部にかけて緩やかに上昇する．尾柄部は

大隅半島東岸の内之浦湾から得られた
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縦扁し，尾柄部における最大体幅は体長の 5.0%

と，尾柄高（体長の 3.7%）よりも大きい．胸鰭

基底上端は眼の後端よりも後方，吻端よりもわず

かに下方に位置する．胸鰭後縁は丸く，その後端

は第 1背鰭第 2棘起部よりも後方に達する．第 1

背鰭は 3棘からなり，棘はいずれも強大．第 2背

鰭の起部と基底後端は臀鰭の起部と基底後端のそ

れぞれ直上に位置する．尾鰭両葉後端は伸長する

が，糸状にはならない．尾鰭後縁は二重湾入形に

近い形状を呈し，上下両葉の後縁中央部で前方に

くぼみ，尾鰭後縁中央部で後方にわずかに膨出す

る．肛門は正円形に近い形状を呈し，臀鰭起部前

方に位置する．体は，硬く剥がれにくい鱗に被わ

れる．鰓孔後方に骨質の肥大鱗がある．眼と瞳孔

はいずれも前後方向にわずかに長い楕円形．鼻孔

は 2対で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼の前

縁前方に位置する．両鼻孔はいずれもほぼ正円形．

眼の前方に前後方向に長い溝がある．頬部に溝は

ない．鰓孔は眼の後部直下に位置し，鰓孔先端は

瞳孔後端直下に達せず，鰓孔後端は胸鰭基底上端

よりもわずかに前方，第 1背鰭起部直下に位置す

る．

色彩　生鮮時の色彩―体は灰白色を呈し，上

半部は暗い．体側には下部を除いて細かな黄色斑

が密にはいる．黄色斑は下方のものほど大きく，

吻部では瞳孔よりも小さいが，胸鰭よりも下方で

は眼とほぼ同大のものもある．また，黄色斑は胸

鰭よりも上後方のものはやや暗く，各体側鱗の後

縁に位置し，その輪郭はやや不明瞭．第 1背鰭起

部のやや下方，第 1背鰭基底後部，および第 2背

鰭基底中央部にそれぞれ 1つずつ，ほぼ瞳孔大の

白色斑がある．第 1背鰭は白色を呈し，複数の不

規則な黄色斜帯がある．第 2背鰭は白色を呈し，

黄色縦帯が複数あり，上縁は茶褐色に縁取られる．

第 2背鰭基底は黒褐色．臀鰭は黄色を呈し，細い

白色縦帯が複数はいる．白色縦帯は臀鰭後部で乱

れ，網目状となる．尾鰭は白色を呈し，黄色斑が

密在する．尾鰭中央部よりも下方の黄色斑は互い

につながる．尾鰭外縁は暗い茶褐色．虹彩は銅色

を呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　アフリカ東岸から南日本，フィジーに

かけてのインド・西太平洋に広く分布する

（Matsuura, 1979, 1980, 2011, 2013, 2015, 2017; 

Matsuura and Yoshino, 2004；林・萩原，2013）．日

Fig. 1. Fresh specimen of Abalistes stellatus from Uchinoura Bay, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 121200, 308.6 mm standard 
length).
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本国内においてはこれまで千葉県館山湾から高知

県柏島にかけての太平洋沿岸，琉球列島，および

尖閣諸島から記録されており（林・萩原，2013），

本研究により新たに鹿児島県大隅半島東岸におけ

る分布も確認された．

備考　内之浦湾産の標本は，第 1背鰭が強大

な 3棘からなること，鰓孔後方に骨質の肥大鱗が

あること，眼の前方に前後方向に長い溝があるこ

と，尾柄部が著しく縦扁し，尾柄幅が尾柄高より

も大きいことにより，Matsuura (1980, 2001)によっ

て定義された Abalistes属に同定された．さらに，

体側に黄色斑が散在することや頬部に溝がないこ

と，尾鰭両葉後端が糸状に伸長しないこと，およ

び背鰭と臀鰭軟条数がそれぞれ 26と 24であるこ

となどがMatsuura and Yoshino (2004)や林・萩原

（2013）によって報告された A. stellatusの標徴と

よく一致したため，本種に同定された．

オキハギ属はオキハギとイトヒキオキハギ A. 

filamentosus の 2 種 の み か ら な り（Matsuura, 

2015），前者は後者とは上述の尾鰭の形状（イト

ヒキオキハギでは両葉後端が糸状に伸長する）や

頬部に溝がないこと（前後方向に長い数条の溝が

ある），背鰭と臀鰭軟条数がそれぞれ 26–27（25–

27）と 24–26（22–25）であることにより容易に

識別される（Matsuura and Yoshino, 2004；林・萩原，

2013）．

和名「オキハギ」は宇井（1924）によって提

唱された．彼は和歌山県（田辺市において「オキ

ノハゲ」と呼称されていることを示していること

から，写真の個体は田辺産と思われる）から得ら

れた個体の写真を Balistes stellatusとして報告し，

和名を提唱した．彼の示した写真はモノクロであ

り，その模様や形態の詳細な観察は困難であるも

のの，体側に斑点が殆ど認められないこと，頬部

に溝を有するように見られること，さらに記載に

おいて尾鰭がやや糸状を呈することを記している

ことから，宇井（1924）の示した写真の個体は A. 

stellatusではなく，現在イトヒキオキハギの和名

があてられている A. filamentosusである可能性が

高い．しかし，松浦（2005）は混乱を防ぐため，

これまで適用されてきたとおり，オキハギの和名

を A. stellatusに適用すべきとし，A. filamentosus

に対して新たにイトヒキオキハギを提唱した．本

研究においても，本属魚類の和名と学名の対応関

係はこれにしたがった．

その後，A. stellatusは千葉県館山湾（萩原・木村，

2005），伊豆半島沿岸（松浦，1997），和歌山県白

浜町（池田・中坊，2015），高知県柏島（平田ほか，

1996），および沖縄島中城湾（三浦，2012）など

から報告されている．なお，Matsuura (1980)によっ

て A. stellatusとして報告された沖縄島産の 5個体

は，Matsuura and Yoshino (2004)によって A. fila-

mentosusのパラタイプに指定された．

鹿児島県におけるオキハギの記録は少なく，

Motomura and Harazaki (2017)が大隅諸島屋久島一

湊近海において撮影された本種の写真を示したも

のと，薩摩半島西岸に位置する南さつま市笠沙町

において定置網によって漁獲された個体の写真が

公益財団法人鹿児島市水族館公社（2018）によっ

て示されたものに限られる．藤山（2004）は奄美

大島近海で得られたモンガラカワハギ科魚類の写

真をオキハギとして報告しているが，これはイト

ヒキオキハギであることが確認されている（Nakae 

et al., 2018）．

したがって内之浦湾から得られたオキハギの

標本は本種の九州東岸における初めての記録とな

るほか，鹿児島県ならびに九州沿岸における本種

の標本に基づく初めての記録となる．

なお，オキハギの身は白身であり，美味であ

ることが知られており（松浦，1984, 1997），琉球

列島や東南アジアにおいては重要な食用魚である

（Matsuura, 2001, 2017）．記載標本は定置網により

漁獲され，活魚として生きたまま水揚げされたに

もかかわらず，投棄されていたことから，内之浦

においては利用法が確立されておらず，漁獲が極

端に少ないことがうかがえる．また，著者らによ

る 5年以上にわたる内之浦湾の魚類相調査におい

ても確認されておらず（小枝ほか，2018），内之

浦湾における本種の出現は極めて稀なものである

と思われる．
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